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化学療法について

がん相談支援センターてどんなところ？ 

ご存じですか？やすらぎの会・クロスサロンとやま 

タニ―さんの手話（おしゃ）べり「医療編」 
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 化学療法（いわゆる抗癌剤治療）は様々な悪性腫瘍に

対して行われていますが、近年では治療成績が向上して

いるだけなく、副作用対策も優れた治療が出てきていま

す。そのため、化学療法は入院をせずに外来通院で行う

ことが多くなっています。当院の外来化学療法センター

は、2009年5月に開設されました。現在、ベッド12床、電

動リクライニングチェア3床の計15床で運用しており、ス

タッフは、各主治医の指示により、薬剤師3名(がん薬物療

法認定薬剤師3名)、看護師5名(がん化学療法看護認定看護

師1名)からなり、1日平均約16名の患者さんの化学療法を

行っています。                                            

 

 悪性腫瘍に対する化学療法は日進月歩の発展をしてい

ますが、最近では分子標的薬や免疫チェックポイント阻

害薬などの新規治療薬が使用可能となり、治療成績はさ

らに向上しています。その一方で、免疫チェックポイン

ト阻害薬による自己免疫疾患様の臓器障害など副作用も

多様化しています。そのため患者さんが、生活の質を保

ちつつ、通常の社会生活を送りながら、外来で化学療法

を継続できるように、各診療科、がん相談支援センター、

緩和ケアチームとも密に連携しています。 

 

 がん相談支援センターでは、がんに対する不安や悩み

などの相談を受け、必要に応じて各種情報提供を行って

おります。また、がんに関するミニレクチャーと患者さ

んとの交流会である「やすらぎの会」、がんピアサポー

ターが自らの体験を活かし不安や悩み等について語り合

う「クロスサロンとやま」も開催しています。 

さらに、緩和ケアチームとの連携によって、専門的かつ

積極的にがんによる身体症状や精神症状の緩和を図るよ

うにしています。 

 

 これら院内の連携だけではなく、かかりつけ医を持っ

ていただくことも提案しており、地域の先生方のご協力

により、インフューザーポンプ使用時のポート針の抜針

や食欲不振時の補液なども行っていただいています。が

ん化学療法以外にも関節リウマチなどに対する生物学的

製剤投与を行っており、リウマチセンターとも連携して

治療を行っています。 

  

 今後も医師、看護師、薬剤師などのスタッフ間、院内

各チーム間の連携を密にして、チームとして良質で安全

な医療の提供ができるよう心がけていきたいと思います。   

  

 『化学療法について』 
                        第2外科部長兼化学療法センター長     

                                      竹原   朗      たけはら   あきら 
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理    念 患者さんの権利 

人道・博愛の赤十字精神にもとづく良質で安全な医療の提供 

基 本 方 針 
１ 患者さん中心の医療を提供します 
 

２ より安全で高度な医療の実践を目指します 
 

３ 地域医療に貢献する病院を目指します 
 

４ 災害救護ならびに医療社会奉仕に努めます 
 

５ 次代を担う医療従事者を育成します 
 

６ 働きがいのある病院運営に努めます 
 

７ 健全経営の維持に努めます 

病院の「理念」・「基本方針」にもとづき患者さんが安心して 

医療を受けることができるよう、以下の権利を大切にします 

１ 個人の尊厳が守られる権利 
 

２ プライバシーが保障される権利 
 

３ 適切な情報と説明を受ける権利 
 

４ 自ら医療行為を選択する権利 
 

５ 適切で最善の医療を受ける権利 
 

６ 子ども達が分かりやすく心のこもった医療を受ける権利 

こんにちは。 
 

富山赤十字病院職員のタニ―です。 
 

私は聴覚に障がいがあります。 
 

皆さんに聴覚障がい者への理解を 
 

頂けたらいいなと思って書きまし 
 

た。聴覚障がい者にとって大切な 
 

言語である「手話」について学び 
 

考えてみませんか。 

医 療 編 

痛い 

身体に痛みを感じている時は、痛む部位を伝

えて併せて痛いと手話で表します。 

の解説 

「痛い」の手話表現は写真のように 

５本の指を曲げ指を上に向け痛い表情ととも

に震わせます。 

詳しくはＱＲコードから動画をごらんください！ 

詳しくはＱＲコードから動画をごらんください！ 

の解説 

「くすり」の手話表現は写真のように 

曲げた片手の薬指でもう片方の手の掌に円を

描くようにこすります。 

くすり 

A 痛みの種類の伝え方（チクチクした痛み、押されるような痛み）等です。 

これらを理解するには、患者・手話通訳者・医療者間のじっくり丁寧な意思疎通

を図ることが大切です。 

Q 受診時に工夫が必要なことはなんですか？ 

A 医療現場やその他の場面でも筆談でやりとりする場合は、短文で要約して

書いてもらえると助かります。 

例えば他の薬と処方された薬の飲みあわせ等は特に気になるところです。 

Q 筆談でやりとりする場合は？ 
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